
「健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」

損
保
ジ
ャ
バ
ン
ロ
ホ
興
亜
な
ど
主
催

人
岐
商
工
会
議
所
、
六
販

府
、
猥
保
ジ
ャ
バ
ン
ロ
本
興

亜
、
同
ひ
ま
わ
り
生
命
の
主

催
に
よ
る

「健
康
経
営
セ
ミ

ナ
１
２
０
１
６
～
健
康
経
営

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
～
」

が
‐２
月
９
日
午
後
２
時
か
ら

大
岐
市
中
央
区
の
値
保
ジ
ャ

パ
ン
ロ
本
興
亜
大
阪
ビ
ル
大

会
議
室
て
催
さ
れ
た
。

第

一
部
は
大
餃
神
蔭
女
子

大
学
　
健
康
栄
養
学
部
健
康

栄
養
学
叔
教
慶

・
石
蔵
文
信

氏
の

コ
堡
燎
づ
く
り
で
健
全

経
壁
ど

。
同
氏
は
医
師
で
あ

り

、男
性
更
年
期
障
害
」
と

し
て
診
察
す
る
た
め
の
外
来

を
東
京
と
大
阪
て
持
つ
。
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企
業
の
安
全

配
慮
義
務

へ
の

対
応
が
精
神
面

へ
と
質
的
変
化

が
生
し
て
お
り
、
心
の
病
を

持
つ
社
員
が
半
数
の
企
業
て

増
加
し
て
い
る
と
い

スヽ

こ

れ
は
企
業
の
生
産
性
に
も
影

響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

う
つ
属
の
兆
侯
や
原
因
、
現

在
の
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
解

弔

、
籍

、
最
瀬

倉

の
ス
ト
レ
ス
だ
け
で
な
ど
、

嫁
族
の
問
題

，
婁
崚
の
問
題

な
ど
表
庭
か
ら
の
ス
ト
レ
ス

掟^
罪
ｔ

て
う
つ
に
な
る
こ

と
を
指
積
。

対
策
と
し

て

「困

っ
た
と
き
は
社
内
Ｆ
一け

て
悩
ま
す
、
産
業
医
や
メ
ン

衣
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

専
門
家
に
丸
投
げ
す
る
こ
と

も
必
要
」
と
述
べ
た
。

第
二
部
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
０

リ
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・

コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
ク
部
大
阪

支
店

・
恩
田
拡
行
氏

（精
神

保
健
福
祉
王
）
の

「ス
ト
レ

ス
チ

ェ
ッ
ク
制
度
の
活
用
」
。

ま
ず
、
ス
ト
レ
ス
チ

エ
ッ
ク

制
度
の
目
的
に
つ
い
て

「メ

ン
衣
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
を
出

さ
な
い
よ
う
予
防
し
、
会
社

と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
医

師
に

つ
た
げ
る
こ
と
だ
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
自
殺
対
策

て
は

，
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に

対
す
る
価
値
観
を
変
え
る
こ

と
が
重
要
」
と
し
、

「ス
ト

レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
は
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
。
も

っ
レ
Ｌ
米
〓

に
浸
透
す
る
こ
と
て
メ
ン
タ

ル
不
講
者
が
減
る
の
で
は
な

い
か
」
と
訴
え
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
石
蔵

氏
が
代
表
を
務
め
る

「日
本

原
始
力
発
電
所
協
会
」
と
の

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
猪
電
機
を
使

っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
式
が
同
ビ
ル
ー
階
の
略

面
で
行
わ
れ
た
。

蝸
保
協
会
近
建
支
部

米
原
市
で
「
ぼ
う
さ
い

ダ
ッ
ク
」
を
晨
示

実
漬

掴
保
協
会
近
畿
支
部

（高

野
耕

一
委
員
長
）
は
＝
月
η

日
、
減
賀
県
米
原
市
の
県
立

文
化
産
業
李
流

会
館
で
興
催

さ
れ
た
滋
賀
県
子
と
も
会
連

合
主
催

「遊
び
の
宝
島
へ
Ｇ

Ｏ

（行
こ
う
）
―
」
に
同
支

部
が
協
力
を
依
頼
し
て
い
る

エアロバイクによる点灯式


